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ＯＥＣＣ行事・部会活動等（その 60） 
（平成 24 年 12 月１日～25 年 3月 31 日） 

 

平成 24 年度第 3 回理事会 

日 時：平成 25 年 3 月 6 日（水） 

場 所：東海大学校友会館「三保の間」 

議 題：平成 25 年度事業計画及び収支予算/役員の定年

に関する規程(案)および役員退職慰労金支給基

準(案)の承認について/新規会員の入会の承認

について他 

＊ 総会冒頭に、環境省国際連携課国際協力室 川又室長

による講話会が開催された。 
 
[事務局] 

エコアクション２１ 更新審査 

現地審査： 平成 25 年 2 月 1 日（金） 

 

＝ 運営委員会及び部会活動 ＝  

［運営委員会］ 

・各部会活動報告のほか、主な議題は下記のとおり。 

12 月 19 日 平成 25年度運営委員会および部会事業

計画･予算案/環境省幹部との意見交換

会報告/運営委員会の開催日程 

 1 月 16 日 平成 24 年度第 3 回理事会/部会委員の

変更/役員の任期満了に伴う新役員就

任希望 

 3 月 6 日 平成 25 年度収支予算書(案)/参与の委

嘱について 
 
［研修部会］ 

 1 月 18 日 平成 24 年度第 2 回研修会の開催 

 1 月 23 日 第 2回廃コン協/OECC合同セミナー開

催 
 
［広報・情報部会］ 

 1 月 10 日 会報 68号特集テーマ選定/会員交流会/

環境省広報誌/平成 25 年度事業計画 

 2 月 22 日 会報 68 号執筆構成案/会員交流会 
 
［技術部会］ 

12 月 26 日 ラオス国立大学報告会「住民参加行動

型の持続可能な農業･天然資源管理プ

ロジェクト」 

 1 月 15 日 平成 24 年度の活動：AVAKAT 氏来日報

告/ラオス準備調査 

 3 月 28 日 案件形成に向けた準備調査（ラオス・

シェンクワン県） 

 

＝ 主な行事 ＝ 

案件形成に向けた準備調査 

(ラオス・シェンクワン県)(1 月 28 日-2 月 1 日)
 

メンバー： 

 団 長  小宮雅嗣 （技術部会長・ 

    八千代エンジニヤリング㈱） 

 団 員  本田一彦 （八千代エンジニヤリング㈱） 

      陸田径典（㈱テクノ中部） 

  山本晃一 （いであ㈱） 

  上田貴子 （国際航業㈱） 

企 画  西宮康二 （OECC） 

 

平成 24 年度第 2 回研修会（1月18日） 

場 所：OECC 会議室 

テーマ： 速報！ COP18(カタール・ドーハ)報告会 

講 師： OECC 次長/主席研究員  加藤  真 

        研究員 佐藤瑞西 
 

第2回廃コン協／OECC合同セミナー 
（1月23日） 

場 所：エッサム神田ホール 

テーマ： 災害廃棄物対策－日本の貢献－  

講 師： 

講演「JICA の廃棄物管理協力について」 

(独)国際協力機構地球環境部環境管理第 1 課 課長 

 野田英夫 氏 

講演「東日本大震災の災害廃棄物処理の課題と今後」 

東北大学大学院 環境科学研究科 教授 

吉岡敏明 氏 

事例紹介「コンサルタントによる災害廃棄物処理支援」 

パシフィックコンサルタンツ(株)地域事業推進室長 

日高正人 氏 

事例紹介「バンコクにおける水害廃棄物処理」 

(公財)東京都環境公社 環境技術部  

国際協力事業担当係長   岩崎貴信 氏 

 

OECC会員交流会(1 月 10 日) 

場 所：OECC 会議室 

プレゼンテーション： 

いであ㈱ ｢サンゴ礁の再生と創造」 

㈱環境総合テクノス 「熱帯沿岸荒廃地の修復およ

び住民の生活向上を目指したニッパヤシ

植林」 

 

＝ 今後の予定 ＝ 

（予告なく変更されることがあります。） 

①平成 25 年度第 1 回理事会 

平成 25 年 5 月 22 日（水）午後 

②平成 25 年度定時社員総会･第 2 回理事会･懇親会 

平成 25 年 6 月 11 日（火）16 時頃から 

＜会場＞ 東海大学校友会館 

 

＝ お知らせ ＝ 

【新規会員の入会】 埼玉県環境科学国際センター 
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